
別紙

〒

## ## ##

(

排出量

年度 ～ 年度 （

## 総排出量基準 （

## 原単位基準 ％ ％ ## ##

（

t ) t ) t )

【削減状況の自己評価】

削減目標の
達成状況

主な工場等
の排出量

番号

6,480

① ㈱サンデリカ岡山事業所

① ㈱サンデリカ岡山事業所

温室効果ガス

ｔCO2ｔCO2

本票作成

事業の
概　要

部署名：

番号

分類
コード

県内の
主　な
工場等

ｔCO2

目標年度
原単位当たり排出量

ｔCO2

31平成

5.0

27基準年度

達成率等年度)ベンチマーク

（原単位基準
の削減目標を
選択している
場合に記入）

温室効果ガスの排出量と密接な関係をもつ値の内容

工務課

総社市井尻野380－1

未達達成

③CO2換算3,000t以上

目標削減率

年度)

）年度排出量

①燃料等原油換算1,500kℓ以上特定事業者
の該当要件

②ﾊﾞｽ・ﾄﾗｯｸ100台、ﾀｸｼｰ250台以上

6,480

●車両台数（②該当の場合）

)年度排出量

ｔCO2

台）

ｔCO2

（●工場等の数 1 所

業種名：食料品製造業

弁当・調理パン･調理麺等の製造

工場等の名称 所　　在　　地

主たる業種 09

氏
　
名

（法人にあっては名称） 住
　
所

（法人にあっては主たる事業所の所在地）

株式会社サンデリカ
   101-0032

東京都千代田区岩本町3丁目10番1号

ｔCO2

ｔCO2

目標達成

0.863 0.943

ベンチマーク指標

5,760

）年度

箇年度）

13.1

工場等の名称

年度)

生産高

6,063

計画期間： 平成 27

指標の状況

前年度の温室効果ガスの排出の量及び排出削減計画に基づき実施した措置の状況

27

百万円 百万円

31

27（平成

）年度削減実績

対象事業の名称

基準年度(平成 26 平成 27

（該当事業者のみ記入）

目標年度(平成

関連数値(平成 27

0.993

百万円

5

デマンド警報により空調・設備・照明等の停止並びに電気容量の大きい設備の使用をピーク時間帯を
避け運転管理した。
一部ＬＥＤ照明にも更新した。
今後も計画に基づき実施並びに追加の削減対策を検討する。

ｔCO2

CO2/( CO2/( CO2/(



【目標削減率達成のために実施した措置及び今後の取組】

【森林保全等吸収源対策への取組】

【再生可能エネルギーの導入】

【その他特記事項】
平成２６年7月1日より㈱サンデリカに吸収合併し㈱サンデリカ岡山事業所となり､経済産業局へ特定
事業者指定取消申出書を7月に受理されました。
平成25年1月から取引先の(販路先)の変更に伴い､平成24年10月より設備の増設･増強してエネルギー
の使用量が増えた。しかしアイテム数の増減等あり､生産高増は思うほど見込まれず､原単位での改善
があまり見込まれなかった。

　 無

　 無

県内で
の取組

【推進体制】

㈱サンデリカ岡山事業所 （平成２７年度分）
省エネパトロールの強化(無駄な電気の削減・節水・エアー漏れ・ガス・蒸
気もれ等の早急な対応。
センサー付照明に取替。照明の省エネタイプに更新(数ヶ所)
デマンド警報器設置による電気使用量の削減。
一部照明をLED照明に更新
（今後予定実施分）
遮熱・断熱塗装の検討等。
照明機器のＬＥＤ化。
空調設備の更新等。
省エネ勉強会を実施し従業員の意識改革を図る。
工場屋根上への散水検討。
空調(室外機)への遮熱の検討。

実施した措置及び今後の取組の内容工場等の名称

　 無

所長・生産次長･管理次長･エネルギー担当者(工務)・各課長及び事務局で構成
省エネパトロールの実施による節電対策の実施・事務所等のﾃﾞﾏﾝﾄﾞ対策としての節電

　 無

その他

その他

県内で
の取組


